
 

                                                       

 

 

「こうのとりのゆりかご」の運用状況の検証に関する報告（NO.２０） 

（検証対象期間：平成２４年４月１日～平成２４年６月末日） 

 

 平成１９年５月１０日に慈恵病院が設置された「こうのとりのゆりかご（以下、「ゆ

りかご」という。）」の平成２４年度第１四半期における運用状況の検証結果について、

次のとおり報告する。 

 

１ 違法性の検討について 

上記対象期間の「ゆりかご」の運用体制に刑事法上の「明らかな違法性」は認め

られない。 

なお、子どもの権利を侵害しないように、今後も個別の運用状況を継続的に検討

する必要がある。 

 

２ 許可時の留意事項の遵守状況について 

（１）子どもの安全確保 

   対象期間中、特に問題の発生は確認されていない。 

  ① 設備の保守点検は、適正に行われていることが「保守点検表」に基づき確認

された。 

  ② 関係職員による会議は、適切に開催され運用に関する各種連絡・調整が図ら

れている。 

（２）相談機能の強化 

   「ゆりかご」はできるだけ使われないことが望ましく、事前の相談で支援につ

なげることが本来の目的である。慈恵病院が設置された「ＳＯＳ赤ちゃんとお母

さんの相談窓口」には、４月～６月に合計２５１件の相談が寄せられている。ま

た、毎月カンファレンス会議を開催し、相談員の情報の共有化を図るなど、病院

としての相談業務に取り組まれている。 

（３）公的相談機関等との連携 

 「ゆりかご」の運用に関する公的相談機関等との連携については、おおむね適

切に対応されている。 

 なお、期間中の報道対応において預け入れ件数に係る言及があり、慈恵病院の

対応に関して適切性を疑われる場面があったため、今後のあり方について市及び

慈恵病院双方で改めて確認するよう求めた。 
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３ 現時点での検証評価 

以上のとおり、「ゆりかご」の運用体制に刑事法上の「明らかな違法性」は認めら

れず、また、許可時に付した３つの留意事項については、今回預け入れ件数に係る

言及があったものの、おおむね遵守されていると認められる。以後、適切な対応が

求められる。 

今後も引き続き「ゆりかご」の運用状況の検証を継続する必要がある。 

 

○熊本市要保護児童対策地域協議会「こうのとりのゆりかご」専門部会 

  第２０次会議 

   ・開催日時：平成２４年７月３０日（月）１４：３０～ 

 （委員名簿） 

氏  名 役  職 分 野 

山縣 文治 
関西大学 

人間健康学部教授 
児童福祉 

国宗 直子 弁護士 法律 

三渕 浩 
熊本大学医学部附属病院 

新生児学寄附講座特任教授 
小児科 

山崎 史郎 
熊本学園大学 

社会福祉学部教授 
心理学 

上村 宏渕 
熊本県養護協議会会長 

（福）龍山学苑理事長 
福祉施設 

服部 陵子 はっとり心療クリニック 院長  児童精神科 
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